
15： 固形腫瘍 

 

1. WG メンバーリスト 

氏名 所属 診療科 

責任者 

高橋 義行 
名古屋大学医学部附属病院 小児科 

井上 雅美 大阪府立母子保健総合医療センター 血液・腫瘍科 

岩崎 史記 神奈川県立こども医療センター 血液・再生医療科 

小川 淳 新潟県立がんセンター新潟病院 小児科 

小林 良二 札幌北楡病院 小児科 

清水 崇史 東海大学医学部付属病院 小児科・細胞移植再生医療科 

藤崎 弘之 大阪市立総合医療センター 小児血液腫瘍科 

松野 良介 昭和大学藤が丘病院 小児科 

松本 公一 国立成育医療研究センター 小児がんセンター 血液腫瘍科 

山本 将平 昭和大学藤が丘病院 小児科 

渡邉 健一郎 地方独立行政法人 静岡県立病院機構 静岡県立こども病院 血液腫瘍科 

森 麻希子 埼玉県立小児医療センター 血液・腫瘍科 

斎藤 雄弥 東京都立小児総合医療センター 血液・腫瘍科 

半谷 まゆみ 東京大学医学部附属病院 無菌治療部（小児科） 

清谷 知賀子 国立成育医療研究センター 小児がんセンター 

西尾 信博 名古屋大学医学部附属病院 先端医療・臨床研究支援センター 

山岡 正慶 東京慈恵会医科大学附属病院 小児科 

 

2. 承認研究の進捗状況（2016 年 1 月-12 月 ※JSHCT2017 を含む） 

15-1 「中枢神経腫瘍に対する造血細胞移植の成績」 PI：岩﨑史記 

学会発表：済（WG研究業績一覧参照） 

論文業績： 

15-2 「造血幹細胞移植を併用する大量化学療法を施行したユーイング肉腫ファミリー腫瘍の治療成績」 PI：小川淳 

学会発表：済（WG研究業績一覧参照） 

論文業績： 

15-3 「小児肝芽腫に対する大量化学療法の有用性の検討」 PI：山本将平 

学会発表：済（WG研究業績一覧参照） 

論文業績：小児血液がん学会雑誌投稿中 

15-4 「神経芽腫に対する同種臍帯血移植の検討」 PI：高橋義行 

学会発表：済（WG研究業績一覧参照） 

論文業績： 

15-6 「網膜芽細胞腫に対する造血幹細胞移植の検討」 PI：小林良二 

学会発表：済（WG研究業績一覧参照） 

論文業績： 



15-7 「横紋筋肉腫の造血幹細胞移植症例の検討」 PI：小林良二 

学会発表：済（WG研究業績一覧参照） 

論文業績： 

15-8 「ウイルムス腫瘍および類縁疾患に対する造血幹細胞移植の検討」 PI：小林良二 

学会発表：済（WG研究業績一覧参照） 

論文業績： 

15-9 「移植後再発小児神経芽腫に対する造血幹細胞移植の有効性の検討」 PI：松本公一 

学会発表：Second stem cell transplantation for relapsed high-risk neuroblastoma in Japan; is it an effective treatment 

strategy? K. Matsumoto, M. Inoue, K. Koh, C. Kiyotani, A. Kikuta, M. Kobayashi, Y. Hashii, K. Tabuchi, Y. Takahashi. The 48th 

Congress of the International Society of Paediatric Oncology (SIOP 2016)  2016.10.21 Dublin 

高リスク神経芽腫に対する再発後造血細胞移植の役割 

松本公一、康勝好、清谷知賀子、井上雅美、菊田敦、小林正夫、橋井佳子、田渕健、高橋義行 

第 39 回日本造血細胞移植学会総会 2017.3.4 松江 

論文業績： 

15-10 「神経芽腫に対する初回自家造血細胞移植の予後因子の検討」 PI：斎藤雄弥 

学会発表： 

論文業績： 

 

3. 会議開催記録（2016 年 1 月-12 月） 

 

4. メーリングリストによる意見交換  （メーリングリスト開設から 2016 年 12 月末時点まで） 

（ 653 ）回 

 

5. WG の今後の活動方針・抱負など 

固形腫瘍の移植データを論文化するにあたって、病理分類や転移部位などＴＲＵＭＰの欠損データが問題となってい

る。100例未満のコホートで 2次アンケートを行う研究を進めつつ、多数例の研究に関わるＴＲＵＭＰの項目について追加

を申請する方針。 

新規研究課題として、山本将平先生より、「悪性ラブドイド腫瘍の移植成績」、渡邉 健一郎先生より、「胚細胞腫瘍の

移植成績」、半谷まゆみ先生より、「骨肉腫の移植成績」、森麻希子先生は「胚芽腫の移植成績」について、研究を行う。 

若手医師のリクルートをすすめる。また、現在のＷＧメンバーは小児科医のみなので、内科の先生をリクルートして成

人腫瘍でのまとめも進めたい。 

 

日時 場所 会議内容 

2016 年 1 月 10 日 国立がんセンター 各研究の進捗報告と今後のプランニング、新規研究の募集と承認 

2016 年 7 月 9 日 名古屋第一赤十字病院 各研究の進捗報告と今後のプランニング 


